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Ⅰ ． ⽬ 的   

  
⾼ 齢 者 施 設 や 通 所 施 設、 障 害 者 施 設  に お け る 平 時 の 感 染 予 防 に 係 わ る ⼿ 技 の 向 
上 を 図 り、  感 染 者  発 ⽣ を 未 然 に 防 ぐ と と も に 感 染 拡 ⼤ を 最 ⼩ 限 に と ど め る こ と 
を ⽬ 的 と す る。 重 症 化 リ ス ク の ⾼ い ⾼ 齢 者 施 設 で は、  感 染 者  発 ⽣ 時 の 状 況 を 予 
め 想 定 し 緊 急 時 対 応 を ⾒ 据 え た 体 制 構 築 や 事 前 準 備 を ⾏ う こ と が 重 要 で あ る。   

      本 マ ニュ ア ル は、 県 内 各 施 設・ 事 業 所 が 独 ⾃ の マ ニュ ア ル を 作 成 す る 際 の 参 考   
      と し て 活 ⽤ い た だ き た い。   

  
  

  
Ⅱ ． 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 と は   

  
新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 は、 SARS-CoV-2 と 呼 ば れ る ウ イ ル ス が 原 因 で 起 き 
る 感 染 を い う。 感 染 症 法 に 基 づ き ２ 類 感 染 症 相 当 に 位 置 づ け ら れ て い る （令 和 
３ 年 １ ０ ⽉ 現 在）。 発 熱 や 呼 吸 器 症 状 （咳 嗽・ 咽 頭 痛・ ⿐ 汁・ ⿐ 閉 な ど）、 倦 
怠 感、 味 覚 異 常・ 嗅 覚 異 常、 消 化 器 症 状 （下 痢・ 嘔 吐・ ⾷ 思 低 下） な ど 多 様 な 
症 状 が あ る。 ま た、 無 症 状 の 場 合 も あ る。   

    
    
  感 染 経 路 ︓ 眼・ ⿐・ ⼝   
  
  
 ・ ⾶ 沫 感 染 ︓ 感 染 ⼒ の あ る ⼈ か ら ⾶ 沫 を 吸 ⼊ し た り、 眼・ ⿐・ ⼝ の 粘 膜 に ウ イ ル ス     

   が 付 着 し 侵 ⼊ す る こ と で 感 染 が 成 ⽴ す る。 そ の た め、 マ ス ク 装 着 や 換  
              気 (常 時) を 実 施 す る こ と が 重 要 で あ る。   
  
 ・ 接 触 感 染 ︓ ウ イ ル ス が 付 着 し た ⼿ 指 で、 眼・ ⿐・ ⼝ の 粘 膜 に 触 れ、 ウ イ ル ス が 侵 
              ⼊ す る こ と で 感 染 が 成 ⽴ す る。 こ ま め に ⼿ 指 衛 ⽣ (⼿ 洗 い や ア ル コー 
              ル 消 毒) を 実 施 す る こ と が 重 要 で あ る。   
  
 ・ マ イ ク ロ ⾶ 沫 感 染 ︓ 微 細 な ⾶ 沫 で あ る ５ μ ｍ 未 満 の 粒 ⼦ が、 換 気 の 悪 い 密 室  な ど   
              に お い て 少 し 離 れ た 距 離 や ⻑ い 時 間 空 気 中 を 漂 い、 こ れ を 吸 ⼊ し ウ イ 
              ル ス が 侵 ⼊ す る こ と で 感 染 が 成 ⽴ す る。   
  
    
    
    

 潜 伏 期 間 ︓ 1-14 ⽇ 程 度 と さ れ て お り、 感 染 か ら 発 症 す る ま で の 平 均 期 間 は 5-6 ⽇ 程  
            度 で あ る。 ま た、  感 染 者  が 他 の ⼈ へ 感 染 さ せ て し ま う 可 能 性 が あ る 期 間 
            は、 発 症 の 2 ⽇ 前 か ら 発 症 後 7-10 ⽇ 程 度 と さ れ て い る。   
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Ⅲ ． ⾼ 齢 者 施 設・ 通 所 施 設 に お け る 感 染 対 策   

  
１.   平 時 か ら の 対 応   
  
（ 1 ） 体 制 整 備   
  
       指 揮 系 統 の 確 ⽴   

   感 染  者 (疑 い) 発 ⽣ 時 の 迅 速 な 対 応 に は、 平 時 と 緊 急 時 の 情 報 収 集・ 共 有 体 
制 や、 伝 達 ⽅ 法 の 整 備 が 重 要 と な る。 全 体 の 意 思 決 定 者 や 各 業 務 の 担 当 者 
を 予 め 決 め て お き、 平 時 よ り 緊 急 時 に 備 え 研 修 や 訓 練 を ⾏ う 必 要 が あ る。   

  
           ① 全 体 統 括 （対 策 本 部 ⻑） ︓ 組 織 の 統 括・ 緊 急 対 応 に 関 す る 意 思 決 定。   

② 統 括 代 理 （本 部 ⻑ 代 理） ︓ 全 体 統 括 の サ ポー ト・ 関 係 各 部 署 へ の 指 ⽰。   
③ 関 係 部 署 担 当 ︓ 各 担 当 者 へ の 伝 達・ 指 ⽰。   

  
  
  
  
  
  
  
  
  
      
  
  
  
        
  
  
      
        
      
      例 ︓ 感 染 対 策 担 当・ 物 資 担 当・ 情 報 伝 達 担 当・ 健 康 観 察 担 当・ 家 族 対 応 担 当   
          な ど。 施 設 規 模 に よ り 職 員 数 が 異 な る た め 担 当 が 重 複 す る 場 合 も あ る。   
            
  
  
（ 2 ） 資 材 の 確 保   
  

・  感 染  者 (疑 い) が 発 ⽣ し た 際 に 備 え、 ⽇ 頃 よ り 個 ⼈ 防 護 具 や 消 毒 液 な ど の 
  物 品 を ⼗ 分 に 確 保 す る。 施 設 の 規 模 や  利 ⽤ 者  数 に よっ て も 異 な る た め、 
  施 設 の 必 要 量 の ⾒ 通 し を ⽴ て 備 蓄 す る。 （例 ︓ サー ジ カ ル マ ス ク・ ⻑ 袖 
  ガ ウ ン・ フェ イ ス シー ル ド ま た は ア イ ゴー グ ル・ N95 マ ス ク・ ⼿ 袋・   
  キャッ プ・ ⼿ 指 消 毒 ⽤ ア ル コー ル・ 界 ⾯ 活 性 剤 を 含 有 す る 環 境 ク ロ ス な 
  ど）   
・ 法 ⼈ 内 で 情 報 交 換 を し、 調 達 先 や 調 達 ⽅ 法 を 検 討 す る。   
・ 個 ⼈ 防 護 具 の 不 ⾜ は、 職 員 の 不 安 へ も 繋 が る た め ⼗ 分 な 量 を 確 保 す る。   
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（ 3 ） 平 時 の 感 染 対 策   
  
      ① ユ ニ バー サ ル マ ス ク・ ⼿ 指 衛 ⽣・ 常 時 換 気 の 徹 底。   

  
  

  
  

   
※ ユ ニ バー サ ル マ ス ク と は、 症 状 が な く て も マ ス ク を 着 ⽤ す る こ と。  
    職 員・ 利 ⽤ 者 と も に 着 ⽤ す る こ と が 望 ま し い 。   

        
      ② ⾷ 事・ 排 泄 介 助 や 喀 痰 吸 引 処 置 時 は、 上 記 に 加 え   
          フェ イ ス シー ル ド ＋ ⼿ 袋 ＋ エ プ ロ ン （可 能 な 限 り） 対 応 と す る。   
        
  
（ 4 ） ⼿ 指 衛 ⽣ に つ い て   
  

明 ら か な ⼿ 指 の 汚 染 が な け れ ば、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス は ⼿ 指 の ア ル コー ル 消 
毒 に よ り 約 15 秒 で 失 活 す る。 適 切 な タ イ ミ ン グ で ⼿ 指 衛 ⽣ を 徹 底 す る こ と 
が 必 要 で あ る。 利 ⽤ 者 は 感 染 を 受 け る リ ス ク が ⾼ い た め、 ⼿ 指 衛 ⽣ は 利 ⽤ 者 
を 感 染 か ら 守 る の と 同 時 に ⾃ 分 ⾃ ⾝ を 感 染 症 か ら 守 る 上 で 重 要 で あ る。     

                      
  

                              〜  ⼿ 指 消 毒 5 つ の タ イ ミ ン グ 〜   
     ・ 居 室 に ⼊ る 前  ・  利 ⽤ 者 に 触 れ る 前  ・ 利 ⽤ 者 に 触 れ た 後     
     ・ 排 泄 物 や 体 液 に 触 れ た 後  ・ 利 ⽤ 者 周 辺 の 物 品 に 触 れ た 後   

  
   ① ⼿ 指 消 毒 ⽅ 法 （ア ル コー ル 70% 以 上 を 推 奨）     

  
   ※ 消 毒 ⽤ エ タ ノー ル を     
     2-3ml(1 プッ シュ 程     
     度) 使 ⽤。   
  

                                                                             ※15 秒 か け て しっ か り     
                                                                                と 擦 り 込 み 乾 燥 す る。   

    
   ※ ア ル コー ル が 乾 か な い   
      か ら と ペー パー タ オ ル   
      で 拭 い た り し な い。   

  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
                                     ー ３ー                   

 



  
      ② ⼿ 洗 い ⽅ 法   
                                                                             ※ 液 体 ⽯ け ん を 2-3ml     

   （ 1 プッ シュ 分 程 度） 使 
                                                         ⽤。     

    
   ※ しっ か り と 60 秒 間 も   
      み 洗 い し、 さ ら に 15    
      秒 間 流 ⽔ で 流 す。     

    
  
    
  
  
  
  
（５） 施 設 環 境 清 掃・ ⾼ 頻 度 接 触 ⾯ の 消 毒 に 関 し て   
  

      ⽇ 頃 の 清 掃・ 消 毒 作 業 に て 感 染 拡 ⼤ を 予 防 す る こ と が で き る。 チェッ ク リ     
  ス ト な ど を ⽤ い、 い つ・ 誰 が・ ど こ を 消 毒 し た か わ か る よ う な ⼯ 夫 を ⾏ う。   

  
      ① 施 設 内 の ⾼ 度 接 触 ⾯   
       ・ 共 有 ス ペー ス の テー ブ ル や 椅 ⼦  ・ 廊 下 の ⼿ す り  ・ ト イ レ 周 辺 環 境   
       ・ ド ア ノ ブ  ・ リ モ コ ン  ・ 電 話     
  
      ② 消 毒 薬 ⼀ 覧   
       ・ 濃 度 70 〜 95 ％ の ア ル コー ル 製 剤   
       ・ 0.05 ％ の 次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム (ハ イ ター ︓ ⽔ １ L に 対 し キャッ プ １ 杯)   
       ・ 環 境 ク ロ ス   
      ※ 噴 霧 の み で は 効 果 的 な 消 毒 と な ら な い た め 清 拭 消 毒 と す る。   
            
    
（６） 職 員・  利 ⽤ 者 の 健 康 観 察   

  
毎 ⽇ の 健 康 観 察 で、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス を 含 む 感 染 症 の 早 期 発 ⾒ が で き、 感 染 
拡 ⼤ を 未 然 に 防 ぐ こ と が で き る。 継 続 し て ⾏ う こ と で、 職 員・ 利 ⽤ 者  の 安 全 と 
健 康 を 確 保 し、 安 全 な 職 場 環 境 の 形 成 を 促 進 さ せ る こ と に 繋 が る。   
  

      ① 職 員 の 健 康 観 察   
  

【⾃ 宅 で の 健 康 観 察】   
 ・ 健 康 観 察 を ⾏ う。   
 ・ 体 調 不 良 の 場 合 は 仕 事 を 休 む。   
 ・ 必 要 に 応 じ て 医 療 機 関 を 受 診 す る。     
  
【職 場 で の 健 康 観 察】   
 ・ す べ て の 職 員 に 対 し て、 出 勤 前 と 勤 務 前 に 健 康 観 察 を ⾏ う。   

       ・ 勤 務 中 に 発 熱 な ど の 症 状 出 現 を 認 め た 場 合 は、 施 設 内 に て 抗 原 検 査 の 実 
          施 ま た は す み や か に 帰 宅 し 医 療 機 関 を 受 診 す る。   
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      ②  利 ⽤ 者 の 健 康 観 察   
  

【通 所 者 の 健 康 観 察】   
 ・ ⾃ 宅 で 家 族 の 協 ⼒ の も と 健 康 観 察 を ⾏ う。   
    同 居 家 族 の 健 康 状 態 に も 留 意 す る。   
 ・ 体 調 不 良 の 場 合 は 通 所 系 の サー ビ ス 利 ⽤ を 休 む。   
 ・ サー ビ ス 利 ⽤ 中 も 健 康 観 察 を ⾏ い、 体 調 の 変 化 が あ れ ば 早 退 す る。   
 ・ 必 要 に 応 じ て 家 族 へ 医 療 機 関 の 受 診 を 勧 め る。   

        
      【⼊ 居 者 の 健 康 観 察】   

 ・ 施 設 ご と の 定 期 的 な バ イ タ ル 測 定 や 状 態 観 察 を ⾏ う。   
 ・ 症 状 を 認 め る 際 は サー ビ ス の 利 ⽤ を 休 む。   
 ・ 嘱 託 医 ま た は か か り つ け 医 へ 報 告 し 指 ⽰ に 従 う。 左 記 対 応 が 難 し い 場 合 
    は、 ご 家 族 へ 連 絡 し 医 療 機 関 の 受 診 を 勧 め る こ と も あ る。   
  
  

  
     ※ ど ん な に 軽 い 症 状 で あっ て も  「⾵ 邪 を ひ い た か も」  と 思っ た ら   
      新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 を 疑っ て、 職 員 は 仕 事、 利 ⽤ 者 は サー ビ ス 利 ⽤ を 
      休 む こ と が ⼤ 事。     
    ※ 施 設 側 も 休 め る 環 境 を 整 え る こ と が ⼤ 切。   
    ※ 健 康 観 察 は 添 付 資 料 ① 〜 ③ の 健 康 観 察 票 の チェッ ク リ ス ト を 参 照。   
  
  
  
２ ． 体 調 不 良 者・  陽 性 者  が 発 ⽣ し た 場 合 の 対 応   
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（１） 体 調 不 良 者 が 出 た ら   
  
    ⾼ 齢 者 施 設 に お い て 職 員 や  利 ⽤ 者 に 軽 度 で あっ て も 症 状 が 現 れ た 場 合、 新 型 コ 
    ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 を 疑 い、  早 め の 受 診 ま た は 職 場 内 で 迅 速 な 抗 原 検 査 を 実 施 
    す る  必 要 が あ る。  感 染 者 を 早 期 に 発 ⾒  す る こ と で、  感 染 拡 ⼤ を 防 ⽌  す る こ と が 
    出 来 る。 従 来 は Ｐ Ｃ Ｒ 検 査 で 確 定 診 断 が ⾏ わ れ て き た が、 最 近 で は 定 性 抗 原 検 
    査 キッ ト で の 確 定 診 断 も 認 め ら れ て い る。 陽 性 に つ い て は、 無 症 候 期 で あ れ 発 
    症 １ ０ ⽇ ⽬ で あ れ 確 定 診 断 が 可 能。 陰 性 に つ い て は、 発 症 ２ ⽇ ⽬ か ら ９ ⽇ ⽬ ま 
    で の 有 症 状 者 を 確 定 診 断 と す る こ と が 認 め ら れ て い る。   
               
      ① 抗 原 検 査 の 実 施   
  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス は ⿐ 汁、 唾 液、 痰 の 中 な ど に 多 く 存 在 す る の で PCR 検 査   
や 抗 原 検 査 で こ れ ら を 採 取 し て 検 査 を ⾏ う。   
    

        対 象 ︓  症 状 の あ る  利 ⽤ 者      
               出 勤 後 症 状 が 出 現 し た 職 員      

    
      発 熱、 咳 嗽、 咽 頭 痛、 ⿐ 汁、 倦 怠 感、 消 化 器 症 状 と いっ た 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル 
      ス 感 染 症 を 疑 う 症 状 を 認 め る 場 合 に 抗 原 検 査 （⿐ 腔 ⼜ は ⿐ 咽 頭 検 体 採 取） を 
      実 施 す る。   
  
      ② 検 体 採 取 者   
  
      ⿐ 咽 頭 検 体 ︓ 医 療 者 （医 師、 保 健 師、 助 産 師、 看 護 師、 准 看 護 師、 臨 床 検 査 
                  技 師) が 採 取 す る。                               

   ⿐ 腔 検 体 ︓   医 療 者 ま た は 予 め 検 査 に 関 す る 研 修 を 受 け た 職 員 の 管 理 下 で ⾃ 
                  ⼰ 採 取 す る。   
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③ 抗 原 キッ ト 使 ⽤ 時 の 流 れ   

  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
④ 使 ⽤ 時 の 留 意 事 項     

・ 抗 原 検 査 を 無 症 状 者 に 対 し て 実 施 す る 場 合、 核 酸 検 出 検 査 (PCR 検 査) 等 と   
  ⽐ 較 し て 感 度 が 低 下 す る 可 能 性 が あ る。   
・ 無 症 状 者 へ の 検 査 や 定 期 的 な ス ク リー ニ ン グ と し て ⽤ い る こ と や、 濃 厚 接   
  触 者 へ の 検 査 に ⽤ い る こ と は 推 奨 さ れ な い。   
・ 有 症 状 者 本 ⼈ が ⾃ ⼰ 採 取 を ⾏ え な い 場 合 に は 医 療 機 関 を 受 診 す る か、 ま た 
  は 医 療 者 に よ る 検 体 採 取 に て 検 査 を ⾏ う。   
・ 検 査 の 精 度 は 100% で は な く 偽 陰 性・ 偽 陽 性 と な る 場 合 が あ る。 発 症 前 の   
  段 階 で ウ イ ル ス 量 が ま だ 多 く な い 時 期 に 検 査 を す る と 陰 性 な り、 後 か ら ウ   
  イ ル ス 量 が 増 え た タ イ ミ ン グ で 検 査 を す る と 陽 性 に な る と い う こ と も あ   
  る。 こ の た め  検 査 結 果 は 絶 対 的 な も の で は な く 、 ⼀ 度 検 査 で 陰 性 で あっ た 
  と し て も 感 染 が 疑 わ れ る こ と が あ れ ば 再 度 検 査 を 検 討 す る。   
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（２） 利 ⽤ 者 に  陽 性 者 が 出 た ら   
      
    陽 性 者 は 原 則 ⼊ 院 と な る が、 県 内 の 医 療 フェー ズ に よっ て は 施 設 内 療 養 と な る 
    場 合 や、 ⼊ 院 が 決 定 す る ま で の 数 ⽇ 間、 施 設 内 待 機 と な る 場 合 も 想 定 さ れ る の 
    で 以 下 の 対 応 を と る。   
  
  
     ・ 陽 性 者 を 個 室 隔 離 す る。   
        個 室 で の 隔 離 が 出 来 な い 場 合 は、 間 隔 を 開 け る、 カー テ ン や 仕 切 り を 利 ⽤ 
        し て 隔 離 す る。   
     ・ 接 触 者 を 隔 離 す る。 個 室 が あ れ ば 個 室 で 隔 離。 個 室 で の 隔 離 が 出 来 な く、 
        相 部 屋 の 場 合 は カー テ ン 等 を 利 ⽤ し、 ⼊ 居 者 を 可 能 な 範 囲 で 分 け る。   
     ・ 「１ ケ ア １ ⼿ 指 衛 ⽣・ 防 護 具 の 交 換」 を 徹 底 す る。   
     ・ 陽 性 者 を 対 応 す る 職 員 は 可 能 な 限 り 固 定 し、 フ ロ ア や 階 を ま た い で の 勤 務 
        は 最 ⼩ 限 に す る。   
     ・ 陽 性 者 の 就 業 制 限 や 解 除、 濃 厚 接 触 者 の 特 定 は 保 健 所 の 判 断 に よ る。   
        リ ス ト の 作 成 は 陽 性 者 の 発 症 ⽇ （症 状 出 現 ⽇ ま た は 検 体 採 取 ⽇） よ り   
        2 ⽇ 前 に 遡 り、 陽 性 者 と 接 触 し た と 考 え ら れ る ⼈ を ピッ ク アッ プ す る。   
            内 容 ︓ 例） ⽒ 名、 ⽣ 年 ⽉ ⽇、 年 齢、 住 所、 連 絡 先、 陽 性 者 と 接 触 し た ⽇、 
                    接 触 の 程 度 等。   
        な お、 上 記 の リ ス ト を 活 ⽤ し、 PCR 検 査 を 受 け た ⽇ や 結 果 を ⼀ 覧 表 に し て 
        管 理 し て お く と、 検 査 漏 れ の 有 無 や 施 設 全 体 の 把 握 が し や す く な る。   
     ・ 添 付 資 料 ④ 〜 ⑧ 参 照。   
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（３）  職 員 確 保、 物 資 の 確 保   
  
      安 全 に 継 続 し て サー ビ ス を 提 供 す る 為 に は、 職 員 と 物 資 の 確 保 が ⼤ 切 で あ   
      る。 職 員 が  感 染 者  の 濃 厚 接 触 者 に な る こ と に よ り 職 員 不 ⾜ が ⾒ 込 ま れ る こ と 
      を 予 め 想 定 し、 早 め の 対 応 が 重 要 で あ る。 ま た、 ⽇ 頃 か ら 物 資 の 備 蓄 状 況 を 
      把 握 し 管 理 す る こ と が ⼤ 切 で あ る。   
  
      職 員 や 物 資 の 不 ⾜ が ⾒ 込 ま れ る 場 合 は、 早 め に 県 ま た は 市 町 村 の 担 当 課 へ の 
      応 援 職 員 の 要 請 を 検 討。   
    
        那 覇 市 の 場 合 ︓ 那 覇 市   ちゃー が ん じゅ う 課   
                      TEL:098-862-9010   
        そ の 他 の 市 町 村 の 場 合 ︓ 沖 縄 県   ⾼ 齢 者 福 祉 介 護 課   
                      TEL:098-866-2214   
  
  

（４）  過 重 労 働・ メ ン タ ル ヘ ル ス 対 応   
  
      個 ⼈ 防 護 具 を 着 ⽤ し た 対 応 な ど、 慣 れ な い 業 務 が 続 く た め 緊 張 感 も 強 く ⼼ ⾝ 
      と も に 疲 労 の 蓄 積 も 懸 念 さ れ る。   
  
    ① 労 働 管 理   

・ 職 員 の 確 保 を ⾏ う。 勤 務 可 能 な 職 員 を リ ス ト アッ プ し 調 整 す る。   
・ 職 員 の 不 ⾜ が ⾒ 込 ま れ る 場 合 は、 早 め に 県 ま た は 市 町 村 の 担 当 課 へ 応 援   
  職 員 の 要 請 を 検 討 し、 可 能 な 限 り ⻑ 時 間 労 働 を 予 防 す る。   
・ 施 設 内 で 実 施 す る 業 務 を 継 続 で き る 最 低 限 度 の も の に 切 り 替 え る。   
・ 事 業 所 の 近 隣 に お い て、 宿 泊 施 設・ 宿 泊 場 所 の 確 保 を 考 慮 す る。   
  

    ② ⻑ 時 間 労 働 対 応   
・ 連 続 し た ⻑ 期 労 働 を 余 儀 な く さ れ る 場 合 は、 週 1 ⽇ は 完 全 休 み に す る 等、   
  ⼀ 定 時 間 休 め る よ う に シ フ ト を 組 む。   
・ 定 期 的 に 実 際 の 勤 務 時 間 を 確 認 す る。   
・ 休 憩 時 間 や 休 憩 場 所 の 確 保 を 考 慮 す る。   

  
    ③ 相 談 窓 ⼝ の 案 内   

・ 施 設 内 の 相 談 窓 ⼝ の 設 置   
・ ⽬ 安 箱 の 設 置   
・ 外 部 専 ⾨ 相 談 窓 ⼝ の 設 置   

　 　 　 ※  外 部 専 ⾨ 相 談 窓 ⼝ を 別 紙 に 添 付 (添 付 資 料 ⑨)   
  
〜 最 後 に 〜   
  
    感 染 拡 ⼤ を 未 然 に 防 ⽌ す る に は、 ⽇ 頃 の 取 り 組 み が ⼤ 切 で す。   
    本 マ ニュ ア ル を 参 考 に、 ⾃ 施 設 の 状 況 に 応 じ た 感 染 対 策 に つ い て、 職 員 の 皆 様 
    で の 話 し 合 い や 施 設 毎 の マ ニュ ア ル 作 成 な ど を ご 検 討 い た だ け れ ば 幸 い で す。   
    県 に お い て も、 施 設 に 対 し 今 後 も 継 続 的 な ⽀ 援 を ⾏ い、 施 設 に お け る 感 染 対 策 
    に つ い て 皆 様 と 共 に 取 り 組 ん で い き た い と 考 え て お り ま す の で ご 協 ⼒ よ ろ し く 
    お 願 い い た し ま す。   
                                                        2021/11/09   作 成   
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